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■計画の基本情報

R 4 ～ R 8

亀山市生涯学習計画に関する実績等報告書（令和５年度）

位置付け

本計画は、教育基本法第１７条第２項の規定に基づく、地方公共団体の定める教育・
振興のための施策に関する基本計画として位置付けている。また、第２次亀山市総合
計画前後期基本計画との関連は、基本施策「学びによる生きがいの創出」と深く関わ
り、地域へ生かせる学びの展開などを補完するものである。

教育委員会事務局 生涯学習課

目的・概要

計画期間 年度

学びの成果を地域に還元する「学びの循環」が、新たな産業や仕事の創出、子育て、
地域の安全安心、高齢者の見守り等の地域の課題解決に結び付いて、その結果として
の地域創生に向けて、一人ひとりが地域で活躍できることをめざすものである。

計画の骨格



■成果指標
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■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R5）単位

成果指標名

デジタル技術を活用した講座の開催数

「かめやまお茶の間10選（実践）」アンケートにおける取
り組んだと回答した保護者割合

「亀山っ子」市民宣言についてのアンケートにおける目
指す子ども像について実感があると回答した割合

回

％

20

70

30

8

52.0

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

第２期かめやま人キャンパスの１年目を入門編として、「まちのインフルエンサー養
成講座」と「まちのせんせい養成講座」を実施した。
「まちのインフルエンサー養成講座」については、各種ＳＮＳ、Youtubeなど「情報発
信」という多種多様な分野を学び始める講座として実施した。また、「まちのせんせい
養成講座」については、オンライン講座のポイントやデザインツールであるCanva、
ChatGPT等を活用した指導方法などを学ぶ講座として展開した。なお、各養成講座
について、Youtube Liveなどデジタル技術を活用して進めた。
また、市内幼稚園・保育所において、家庭教育出前講座を開催した他、子育て応
援メッセージである「かめやまお茶の間10選（実践）」の強化月間等に取り組んだ。

第２期かめやま人キャンパスについて、３年間を１期として、学ぶ内容が深まっていく
ステップアップ方式のカリキュラム「まちのインフルエンサー」「まちのせんせい」養成
講座の初年度として、SNSを活用した情報発信方法や、Youtubeを使った指導方法
などの講座を展開した。また、第１期「かめやま人」認定者を中央公民館講座の講
師や、行政委員として登用するとともに、フォローアップ講座についても実施し、学び
を通した生きがいづくりと、地域課題の解決に取り組む人材の育成・確保につなげる
ことができた。
家庭教育出前講座を展開し、「かめやまお茶の間10選（実践）」の強化月間等に取
り組むことにより、家庭での時間を創出して、改めて家族の大切さを考えるきっかけ
づくりを提供することができた。

かめやま人キャンパスと公民館事業を基軸に様々な講座を実施して、学習機会を
市民に提供し、地域の課題解決に取り組む人材育成を推進することにより、基本施
策「学びによる生きがいの創出」につなげることができた。

かめやま人の今後の活動を支援するため、中央公民館や行政関連部署・各関係
団体と連携するとともに、かめやま人キャンパスの諸活動の発信を行う必要がある。
また、かめやま人のフォローアップ講座についても継続して行っていく必要がある。

学びの情報の一元化を図り、かめやま人キャンパスの充実、「かめやまお茶の間10
選（実践）」の普及啓発に努め、学びによる生きがいの創出を推進するとともに、ＩＣＴ
の活用やＳＤＧｓなど新たな視点を盛り込んだ、「亀山市生涯学習計画」に基づいた
取組を推進する。
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